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(57)【要約】
【課題】　暑熱環境における体温の上昇を防止すること
ができるだけではなく、作業者の体調を総合的に管理す
る。
【解決手段】　作業者が装着する着衣部１０と、着衣部
１０と作業者の身体との間に送風を行う送風装置２０と
、着衣部１０を装着した作業者の体温を測定する体温測
定装置３０と、体温測定装置３０による体温の測定結果
に基づいて、送風装置２０の駆動を制御する送風制御装
置４０とを備える。送風制御装置４０は、体温の測定結
果が所定温度を下回った場合に、送風装置２０による送
風を停止させ、あるいは送風量を低下させるとともに、
体温の測定結果が所定温度を上回った場合に、送風装置
２０による送風量を増加させる。また、作業者の心拍数
を測定する心拍数測定装置７０を備えていてもよい。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　作業者が装着する着衣部と、
　前記着衣部と作業者の身体との間に送風を行う送風装置と、
　前記着衣部を装着した作業者の体温を測定する体温測定装置と、
　前記体温測定装置による体温の測定結果に基づいて、前記送風装置の駆動を制御する送
風制御装置と、
を備えたことを特徴とする体温モニタリング機能を有する空調服。
【請求項２】
　前記送風制御装置は、前記体温の測定結果が所定温度を下回った場合に、前記送風装置
による送風を停止させ、あるいは送風量を低下させるとともに、前記体温の測定結果が所
定温度を上回った場合に、前記送風装置による送風量を増加させるように前記送風装置の
駆動を制御する、
ことを特徴とする請求項１に記載の体温モニタリング機能を有する空調服。
【請求項３】
　前記着衣部を装着した作業者の心拍数を測定する心拍数測定装置を備えた、
ことを特徴とする請求項１または２に記載の体温モニタリング機能を有する空調服。
【請求項４】
　前記体温測定装置または前記心拍数測定装置の少なくとも一方で測定した測定結果デー
タを送信する送信制御装置と、
　前記測定結果データを受信する受信制御装置と、
　前記受信した測定結果データに基づいて、前記着衣部を装着した作業者の体調を管理す
る体調管理装置と、
を備えたことを特徴とする請求項３に記載の体温モニタリング機能を有する空調服。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、体温モニタリング機能を有する空調服に関するものであり、詳しくは、装着
者の体温をモニタリングして体調管理を行うことが可能な空調服に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　建設現場における作業等、種々の作業現場では、作業環境に応じてヘルメット、安全帯
、防塵マスクのように、適切な装着具を装着することにより安全管理の徹底を図っている
。また、夏場の炎天下のように高温環境で作業を行う場合には、着衣内に送気を行う空調
服を着用することがある（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　特許文献１に記載された技術は、身体の少なくとも上半身及び腕部を覆うとともに、身
体又は下着との間の空間において空気を身体または下着の表面に沿って案内するための服
地部と、服地部と身体または下着との間の空間に空気の流れを強制的に生じさせるための
送風手段と、送風手段に電力を供給する電源手段とを備えている。また、服地部の裏面側
であって、腕部の一部または全部に対応する部分に、裏地として吸湿性の高い布地を取り
付けてある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－２３３３７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述した空調服は、着衣内に送気を行うことにより、汗を蒸発させて体温の上昇を防い
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でおり、この点においては一定の効果があると言える。しかし、このような空調服は、着
衣内に常時送気を行うため、汗の蒸発が促進されて、必要以上に体温が低下するおそれが
ある。これでは、せっかく体温の上昇を防いだとしても、かえって体調不良を引き起こす
ことがある。また、体調の変化に伴い心拍数が変動し、正常範囲を逸脱するおそれもある
。
【０００６】
　このように、従来の空調服は、暑熱環境における体温の上昇を防止することにのみ着目
しており、作業者の体調を総合的に管理することは何ら考慮されていない。そこで、作業
者の体調を総合的に管理することができる空調服の開発が望まれていた。
【０００７】
　本発明は、上述した事情に鑑み提案されたもので、暑熱環境における体温の上昇を防止
することができるだけではなく、作業者の体調を総合的に管理することができる空調服を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る体温モニタリング機能を有する空調服は、上述した目的を達成するため、
以下の特徴点を有している。すなわち、本発明に係る体温モニタリング機能を有する空調
服は、作業者が装着する着衣部と、着衣部と作業者の身体との間に送風を行う送風装置と
、着衣部を装着した作業者の体温を測定する体温測定装置と、体温測定装置による体温の
測定結果に基づいて、送風装置の駆動を制御する送風制御装置とを備えたことを特徴とす
るものである。
【０００９】
　また、このような構成からなる体温モニタリング機能を有する空調服において、送風制
御装置は、体温の測定結果が所定温度を下回った場合に、送風装置による送風を停止させ
、あるいは送風量を低下させるとともに、体温の測定結果が所定温度を上回った場合に、
送風装置による送風量を増加させるように送風装置を制御することが可能である。
【００１０】
　また、このような構成からなる体温モニタリング機能を有する空調服において、着衣部
を装着した作業者の心拍数を測定する心拍数測定装置を備えることが可能である。
【００１１】
　また、このような構成からなる体温モニタリング機能を有する空調服において、体温測
定装置または心拍数測定装置の少なくとも一方で測定した測定結果データを送信する送信
制御装置と、測定結果データを受信する受信制御装置と、受信した測定結果データに基づ
いて、着衣部を装着した作業者の体調を管理する体調管理装置とを備えることが可能であ
る。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る体温モニタリング機能を有する空調服では、作業者の着衣内に送風を行っ
て体温の上昇を抑制するだけではなく、必要以上に作業者の体温が低下した場合には、送
風量を調整することにより、作業者の体調不良を未然に防止することができる。また、心
拍数をモニタリングすることにより、作業者の体温だけではなく、体調に影響を与える心
拍数の変化も管理することができる。さらに、体温測定結果データや心拍数測定結果デー
タを送信することにより、作業場所から離れた管理事務所等で体温測定結果に基づいて作
業者の体調管理を行うことができる。
【００１３】
　このように、本発明に係る体温モニタリング機能を有する空調服によれば、暑熱環境に
おける体温の上昇を防止するだけではなく、作業者の体調を総合的に管理することが可能
となる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
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【図１】本発明の実施形態に係る体温モニタリング機能を有する空調服の概略外観図。
【図２】本発明の実施形態に係る体温モニタリング機能を有する空調服の装置構成を示す
ブロック図。
【図３】本発明の実施形態に係る体温モニタリング機能を有する空調服による作業者の体
調管理の説明図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態に係る体温モニタリング機能を有する空調服
（以下、空調服という）を説明する。図１は本発明の実施形態に係る空調服を説明するも
ので、図１は概略外観図、図２は装置構成のブロック図、図３は作業者の体調管理の説明
図である。
【００１６】
　＜空調服の概要＞
　本発明の実施形態に係る空調服は、例えば、暑熱環境にある建設現場で作業を行う作業
者が装着して使用する衣服であって、少なくとも上半身及び腕部を覆うことができること
が好ましい。この空調服は、主要な構成要素として、図２に示すように、着衣部１０と、
送風装置２０と、体温測定装置３０と、送風制御装置４０とを備えている。また、心拍数
を測定するための心拍数測定装置７０と、測定結果データを送受信するための送信制御装
置５０及び受信制御装置１１０と、受信した測定結果データに基づいて作業者の体調管理
を行うための体調管理装置１００とを備えることが好ましい。
【００１７】
　＜着衣部＞
　着衣部１０は、図１に示すように、作業上着とほぼ同様の外観となっており、胴体部１
１と腕部１２とからなり、前面（正面）にはファスナー１３を備えている。なお、着衣部
１０は上着だけに限られず、所謂つなぎ服であってもよい。また、胴体部１１の背中には
通気口１４を設けてある。図１に示す例では、通気口１４を２箇所設けてあるが、通気口
１４の数は１箇所または３箇所以上であってもよい。また、通気口１４のいずれかを空気
導入口とするとともに、他の通気口１４を空気排出口としてもよい。
【００１８】
　図示しないが、着衣部１０の内面には、送風装置２０を取り付ける送風装置取付部と、
電源部６０（例えば、リチウムイオンバッテリ）を保持する電源保持部と、体温測定装置
３０や心拍数測定装置７０を取り付ける測定装置取付部と、送風制御装置４０及び送信制
御装置を取り付ける制御装置取付部とを設けてある。各取付部は、面ファスナー等を備え
たポケット状となっている。なお、送風装置２０、電源部６０、体温測定装置３０、送風
制御装置４０及び送信制御装置５０、心拍数測定装置７０は、着衣部１０から取り外し可
能であることが好ましい。これにより、着衣部１０が汚れた場合に、着衣部１０を単独で
クリーニングすることができる。
【００１９】
　＜送風装置＞
　送風装置２０は、送風ファン（図示せず）と、送風ファンの駆動源となる電源部６０と
を備えている。本実施形態では、送風ファンと電源部６０とは別体としてあり、電源コー
ド（図示せず）により接続されている。これにより、電源部６０を容易に交換することが
できる。なお、本実施形態では、２箇所の通気口１４にそれぞれ送風装置２０を取り付け
ているが、送風装置２０の数は通気口１４の数より少なくてもよい。各送風ファンは、各
通気口１４に取り付けるようになっている。
【００２０】
　＜体温測定装置＞
　体温測定装置３０は一般的な体温計からなるが、本実施形態では電子的に体温データを
取得するために、体温データを出力することが可能な電子体温計を用いている。体温測定
装置３０から出力される体温データは、送風制御装置４０に入力されるとともに、送信制
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御装置５０の機能により体調管理装置１００に送信される。
【００２１】
　体温測定装置３０は、空調服を装着した作業者の体温を的確に測定するため、例えば、
着衣部１０の脇の下部分に取り付ける。体温測定装置３０の数は特に限定されないが、体
温測定の精度を上げるために、２つ以上の体温測定装置３０を取り付け、測定データの平
均値を体温データとして使用することが好ましい。
【００２２】
　＜送風制御装置＞
　送風制御装置４０は、体温測定装置３０による体温の測定結果に基づいて、送風装置２
０の駆動を制御するための装置であり、例えば、コンピュータ及びこれにインストールさ
れたアプリケーションプログラムや、これと同等の機能を有する論理回路からなる。送風
制御装置４０の電源は、送風装置２０の電源部６０と共有してもよいし、送風制御装置４
０にのみ電源を供給する電源部（図示せず）を設けてもよい。また、送風装置２０と送風
制御装置４０とを一体に設けてもよい。
【００２３】
　送風制御装置４０は、体温測定装置３０から受信した体温データが所定温度を下回った
場合に、送風装置２０による送風を停止させ、あるいは送風量を低下させるように制御を
行う。また、体温測定装置３０から受信した体温データが所定温度を上回った場合に、送
風装置２０による送風量を増加させるような制御を行う。さらに、送風装置２０が２つ以
上ある場合には、各送風装置２０を個別に制御することにより送風量を調整してもよい。
【００２４】
　＜心拍数測定装置＞
　心拍数測定装置７０は、着衣部１０を装着した作業者の心拍数を測定するための装置で
あり、一般に市販されている電子心拍数計や電子脈拍計を用いることができる。図１に示
す例では、心拍数測定装置７０を着衣部１０の心臓に対応する位置に取り付けてあるが、
心拍数測定装置７０をリストバンドに装着してもよい。一般的に、心拍数と脈拍数とは同
一となるため、心拍数測定装置７０をリストバンドに装着した場合には、脈拍数を計測す
ることになる。
【００２５】
　＜送信制御装置／受信制御装置＞
　送信制御装置５０は、体温測定装置３０で測定した測定結果データ（体温データ、心拍
数データ（脈拍データ）、測定時刻データ等）を送信するための装置及びプログラム（論
理回路を含む）からなり、受信制御装置１１０は、送信されてきた測定結果データを受信
する装置及びプログラム（論理回路を含む）からなる。送信制御装置５０は着衣部１０に
設けられ、受信制御装置１１０は体調管理装置１００に設けられる。
【００２６】
　測定結果データ等の送受信は無線通信により行うが、無線通信に使用する回線は、無線
電話回線や無線ＬＡＮ回線等、どのような回線を使用してもよく、無線通信回線に合わせ
た無線通信方式を採用する。
【００２７】
　＜体調管理装置＞
　体調管理装置１００は、受信した測定結果データに基づいて、着衣部１０を装着した作
業者の体調を管理するための装置であり、パーソナルコンピュータ及びこれにインストー
ルしたアプリケーションプログラムからなる制御部１２０を備えている。体調管理装置１
００には、液晶表示装置等からなる表示手段、プリンタ等からなる出力手段、キーボード
、マウス、タッチパッド等からなる入力手段が接続されており、作業者の体調をグラフ等
により目視することができるようになっている。
【００２８】
　また、体調管理装置１００には、体温が所定値の範囲を逸脱している作業者や、心拍数
（脈拍数）が所定範囲を逸脱している作業者を特定して、当該作業者が体調不良を起こし
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すように、報知手段１３０の機能として、液晶表示装置に表示された作業者を特定するた
めの情報（例えば、作業者氏名欄）を赤色表示や点滅表示したり、スピーカー（図示せず
）から警報音を発生したりすることにより、体調不良を起こした可能性が高い作業者の存
在を報知する。これにより、管理者は、作業者の体調を適切に管理することができる。
【００２９】
　なお、図３に示す例では、所定期間の体温変化を数値表示するとともに、直近の心拍数
を数値表示しているが、体温及び心拍数の表示はこれに限定されるものではない。例えば
、心拍数についても所定期間の変化を表示してもよいし、数値表示に代えて、あるいは数
値表示とともに、折れ線グラフや棒グラフ等により体温や心拍数を表示してもよい。
【符号の説明】
【００３０】
　　１０　着衣部
　　１１　胴体部
　　１２　腕部
　　１３　ファスナー
　　１４　通気口
　　２０　送風装置
　　３０　体温測定装置
　　４０　送風制御装置
　　５０　送信制御装置
　　６０　電源部
　　７０　心拍数測定装置
　１００　体調管理装置
　１１０　受信制御装置
　１２０　制御部
　１３０　報知手段
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